
大人の責任 いるようです。私もさまざまな報道
夏が暑いのは当たり前のこととし でしか事件のことはわかりませんが、

て、数年前までは熱中症という用語 暴力事件が起きたことは間違いない
は聞かなかったように思います。熱 ようです。問題はそのあとではない
中症というよりは日射病と言ってい でしょうか。まずは当事者の対応。
ませんでしたか？子供のころ外に出 被害者のケアを最優先に、加害者の
るときは「帽子をかぶりなさい。日 指導が必要になります。もちろん他
射病になるよ。」と、よく言われたも の部員のことも。そしてここから、
のです。さらには、熱射病という言 組織としての高野連の対応。学校と
葉もありました。日射病は正式な医 しての対応。このあたりが事情を知
学用語ではなく炎天下に屋外で激し る方々からすると釈然としなかった
いスポーツをしたりしたときに起こ ようです。このことで思い出すのが、
るもので熱射病の一種だそうです。 東野圭吾さんの小説『麒麟の翼』。過
熱射病のうち熱源が太陽光の場合を ちを犯した子供たちに教師がきちん
俗に日射病というそうです。これに と対応しなかった結果、さらなる悲
対して熱中症は環境温の上昇によっ 劇が起こります。大人の適切な対応
ておこる障害に対する包括的な病名 で子供たちの未来を守りたいもので
で、熱射病のほかに、熱失神、熱痙 す。たくさんの人々に感動を与える
攣、熱疲労の４つの疾患をまとめて 高校野球。大人の事情で、選手、大
熱中症と呼ぶそうです。さてさてこ 会関係者、高校野球ファンなど、た
の熱中症が年々身に迫ってきていま くさんの人々の思いを汚さないで欲
す。いやでも気候変動を感じさせら しいと切に願います。
れます。 話題が少し変わりますが、高校野
この気候変動に対応して、夏の風 球関連で８月のお楽しみ文学館（映

物詩、高校野球も開会式や試合日程 画会）の日に、今年５月のお楽しみ
が変更されました。日中の暑い時間 文学館で上映した作品の舞台となっ
帯を避けて、午前中と午後の遅い時 た高校が甲子園で試合をしました。
間に分けて開催されていました。選 大学生ですばらしい野球の応援歌を
手の体調管理に配慮した対応という 作る才能を持ちながら、残念ながら
ことで、大変だなあと思いながら見 若くして病気で亡くなった青年の実
ていました。関係者の皆様、本当に 話です。映画で流れた曲が、お楽し
お疲れ様です。しかし、延長戦や雨 み文学館を実施したその日の夜に甲
で中断なんかしてしまうと夜の遅い 子園の舞台で演奏されているのを聴
時間まで試合することになり、それ くと、不思議な感動をおぼえました。
はそれで対策が必要な気もしました。 これからも図書館を利用される皆様
そして、その高校野球でまたして とともに、図書館を運営しながら楽

も事件が起こり世間を賑わせていま しみを広げていきたいと思います。
す。甲子園出場校の中で、今年１月
に部員同士の暴力事件があり、１度 ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

は大会に出場したものの、その後大 ９月の開館時間
会期間中に出場を辞退するという出 ９月の水曜日・木曜日は、閉館時
来事がありました。このことに対す 刻を１時間遅らせて１９時までとし
る一連の対応がどうもすっきりしな ています。ぜひご利用ください。
いものになり世間の関心事になって

お楽しみ文学館
○日 時

令和7年１０月１１日（土）
１３：３０～ １１３分

○上映作品
『 みんな生きている二つ目の誕生日 』
○監督：両沢和幸
○出演：樋口大悟、松本若菜
○作品について
空手講師の檜山大介は、競技者として全国大会を狙える実力者だっ

た。ある日、稽古の最中に倒れ病院で白血病だと診断される。患者と
ドナー、２人を支える人たちの葛藤を描く。骨髄移植経験者が演じる
「いのち」の物語（２０２３年公開）

美幌町図書館だより
令和７年９月 １日

第８９号

☏ ０１５２－７３－３０１６

住所 美幌町字東１条北４丁目１５
（文責：図書館長）

ぴー☆ぽーろ

大人のための朗読会
美幌町図書館長

Ｐ☆ＰＯＲＯ

７月２７日に、『大人のための朗読会』を開催いたしました。毎
回好評で、今回もたくさんの皆様に参加をいただきました。朗読
をしていただきましたお2人から話をうかがったところ、今回の
選書は前回のアンケートをもとに選んでいただいたそうです。ま
た、朗読の後に対話もしていただき、お2人で読まれた『注文の
多い料理店』について、登場人物をどのように思い描き、どのよ
うに声を出して朗読をしているかなど、とても興味深い話を聞く
ことができました。今回の参加者にも朗読会を喜んでいただけた
ようですので、次回も計画しご案内させていただきます。

7月の図書館利用状況

来館者 2,９１０人
（前年比 －１８１）

開館日数 １９日

一般の貸出冊数 ３ ,０６１冊

児童の貸出冊数 １ ,５０９冊

合計貸出冊数 ４ ,５７０冊
（前年比 －８０７）

来 館 ・ 貸 出 とも に
減 少 し て い ます 。
暑 い 日 が 多 かっ た
せ い で し ょ うか 。
図 書 館 の ご 利用 を
お待ちしています。

９月の主な予定

１１日（木）
絵本とあそぼ

１３日（土）
お楽しみ文学館

１７日（水）～２１日（日）
新聞の無償譲渡

２５日（木）
おはなしのへや

２７日（土）～１０月５日（日）
図書館フェスティバル、
手作り絵本作品展、しおり配布

２７日（土）
お話きらりん☆たまてばこ

２８日（日）
第３０回古本市他

休館日
１日、 ８日、１５日、１６日

２２日、２３日、２６日、２８日
２９日



　

小説・エッセイ
1945年に生まれて 池澤 夏樹 岩波書店 今さら聞けない気象の超基本 今井 明子 朝日新聞出版

行先は未定です 谷川 俊太郎 朝日新聞出版 北海道の鳥 大橋 弘一 北海道新聞社

青の純度 篠田 節子 集英社 骨折しない体をめざす毎日ごはん 石原 理 女子栄養大学出版部

給水塔から見た虹は 窪 美澄 集英社 コロナ後遺症 平畑 光一 扶桑社

黒ばら先生と秘密のはらっぱ 木地 雅映子 中央公論新社 子どもの便秘は原因がわかればスルッと治る 水上 健 WAVE出版

源家物語 真保 裕一 徳間書店 40代からはじめるあなたの予防医学 角田 拓実 自由国民社

災疫の季節 中山 七里 角川春樹事務所 緑茶大学教授が教えるすごい飲み方・食べ方大全 文響社

情熱 桜木 紫乃 集英社 模型でわかる建築構造のしくみ WHAT MUSEUM建築倉庫 誠文堂新光社

松籟邸の隣人 3 宮本 昌孝 PHP研究所 おしゃれな大人が実は!しているきれいの習慣 主婦と生活社

神都の証人 大門 剛明 講談社 植田正治 平凡社

ソロ・エコー 島口 大樹 講談社 14歳からはじめるデザイン 永井 一史 マイナビ出版

龍と謙信 武川 佑 KADOKAWA

廃集落のY家 遠坂 八重 角川春樹事務所 児童書・絵本

八月のセノーテ 大原 鉄平 朝日新聞出版 絵で見て楽しい!はじめての着物と和模様 長崎 巌 すばる舎

谷根千ミステリ散歩　密室の中に猫がいる 東川 篤哉 KADOKAWA 知ると楽しい!日本のお祭り 「日本のお祭り」編集部 メイツユニバーサルコンテンツ

楽園の瑕 相場 英雄 小学館 おいしい!がわかる 木村 万紀子 柴田書店

われらみな、星の子どもたち 増山 実 祥伝社 うつし屋と大小屋 廣嶋 玲子 静山社

遙かなる蒼峰 樋口 明雄 徳間書店 かわせみのみちくさ 瀧羽 麻子 偕成社

コマネチのために チョ ナムジュ 筑摩書房 のこったスイカはだれのもの 山下 明生 理論社

おひげピンピン しもかわら ゆみ 講談社

じーっ 中山 信一 偕成社

実用書 しゅっぱつ!でんしゃのうんてんし 羽尻 利門 金の星社

お年よりと絵本をひらく 中村 柾子 福音館書店 トドランド おおなり 修司 絵本館

地図でスッと頭に入る豊臣一族の戦国時代 小和田 哲男 昭文社 100このタネがとんでった イザベル　ミニョス　マルティンス 岩波書店

死なないと、帰れない島 酒井 聡平 講談社 みてみて! 小西 貴士 福音館書店

日本の森の歩き方 地球の歩き方 やさしいカタチ 大西 暢夫 彩流社

お隣の非正規公務員 川村 雅則 北海道新聞社 ONE DAY マイケル　ローゼン 鈴木出版

新しい階級社会 橋本 健二 講談社 うみがめウーちゃんとよるのうみ（紙芝居） かわしま えつこ 童心社

渇愛 宇都宮 直子 小学館

自分は「底辺の人間」です 京都新聞取材班 講談社 ＊この他にも新刊が多数ございます。どうぞご利用下さい。

その１「しふく弁当ききみみ堂」
冬森 灯／著 双葉社

町の片隅にある弁当店「ききみみ堂」にはさまざまな事情を抱えた
人々が訪れます。作り手の思いがこもったお弁当を通じて、食べる人
の心に寄り添い、時に励まし、時に支えとなる…そんな小さな交流が
積み重なり、地域の絆が広がっていきます。家庭の味、季節の食材、
そして「誰かに食べてもらいたい」という気持ちが、人と人の心を温
かくつなぎ直していく過程をやさしく描いた一冊です。

読後には、身近な人への思いやりをもう一度大切にしたくなるで
しょう。

その２「ネバーランドの向こう側」
佐原 ひかり／著 ＰＨＰ研究所

お肉のパックって冷蔵庫のチルド室に入れるの？洗濯機‥‥ボタン、
コース、選択肢が多すぎる、どこをどうさわればいいの？家事ができ
ず、実家で何不自由ない生活を送っていた箱入り娘の実日子、三十歳。
大好きな両親が交通事故で亡くなり、叔母と一緒に暮らす羽目になっ
てしまう。叔母と波長が合わず、実日子は人生初の一人暮らしを決意
するのだが‥‥。

一人暮らしをきっかけに実日子が様々な人と出会い、成長していく
物語です。

その３ 「すきだらけのビストロ うつくしき一皿」
冬森 灯／著 ポプラ社

黒猫のようなギャルソンの弟・颯真と白熊のようなシェフの兄・有
悟は、キッチンカーとサーカステントで料理を提供する移動式ビスト
ロ「つくし」を営んでいる。マダムウイとの約束を果たすため、全国
を旅しながらお世話になった翁を探しつつ、訪れた先で出会ったお客
様の悩みを解決し、美味しい料理で癒やしていく。

人と人とが織りなす優しい物語です。

おすすめの本 新着図書


